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2023年５月12日 
各      位 

 上 場 会 社 名 麻生フオームクリート株式会社 

 代 表 者 名  代表取締役社長 花岡 浩一 

 （コード番号 １７３０ 東証スタンダード市場） 

 問合わせ責任者  取締役人事総務部長 井上 喜博 

 （TEL．044－422－2061） 

上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について 

当社は、2021年12月17日に、スタンダード市場の上場維持基準への適合に向けた計画書を提出し、そ

の内容について開示しております。 

2023年３月31日時点における計画の進捗状況等について、下記のとおり作成しましたので、お知らせ

いたします。 

記 

１．当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

 当社の2023年３月31日時点におけるスタンダード市場の上場維持基準への適合状況は、その推移を含

め以下のとおりとなっており、流通株式時価総額については基準を充たしておりません。下表のとおり、

流通株式時価総額に関しては2024年度末までに上場維持基準を充たすために、引き続き各種取組みを進

めてまいります。 

 株主数 

（人） 

流通株式数 

(単位) 

流通株式時価総額 

(億円) 

流通株式比率 

(％) 

当社の適合

状況および

その推移 

2021年６月末時点

（移行基準日）※１ 

1,133 10,265 6.1      30.0 

2023 年 ３ 月 31 日 

時点 ※２ 

1,403 11,177 4.5     32.7 

上場維持基準  400 2,000 10.0     25.0 

当初の計画に記載した計画期間    ―   ― 2025年３月末     ― 

 

※１ 東京証券取引所が移行時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに算出を行ったもの 

です。 

 

※２ 当社が2023年３月31日時点での株式等の分布状況をもとに試算を行ったものです。また、流通株 

式時価総額は流通株式数に日々の株価最終価格の平均値を乗じた値を算出しております。なお、 

本年１月～２月の日々の最終価格の平均値は404.83円です。 

 

２．上場維持基準の適合に向けた取組みの実施状況及び評価 

 当社は、流通株式時価総額がスタンダード市場の求める基準を充たしていないという結果を踏まえ、

同基準を達成するための主要要素である株価を上昇させるべく、企業価値を向上させるとともに、株式

市場で適正な評価を得るための取組みを実施してまいりました。 
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（１）中期経営計画推進による業績向上 

（気泡コンクリート工事） 

 気泡コンクリート工事はキャッシュ創出事業としての位置づけであり、地盤工事同様に売上増への取

組みを行っています。営業面では人員を増やし建設コンサルタントへの営業の拡大・充実を図り物件の

獲得に寄与いたしました。 

工事部門においては施工班の増加に取組むと同時に多能化として地盤改良工事にも対応できる人材

の育成を行っています。併せてICT化を推進し現場での施工効率向上を図っています。 

（地盤改良工事） 

 地盤改良工事につきましては、売上増に対応すべく人材の確保、設計協力体制の強化、施工班数の増

加等に取り組んでまいりました。また、各種展示会に参加し販路の拡大を行ってまいりました。当社の

国内シェアは低いと判断しており、関東・九州での体制を構築し上記活動を通して売上および収益の拡

大を目指します。 

 

しかしながら、2023年３月期の業績におきましては、受注競争の激化、見込んでいた公共工事の発注

が減少することにより減収となりました。 

また、「流通株式比率」の向上を図ってまいりましたが、流通株式時価総額の上場維持基準を充たすま

でには至りませんでした。 

 

（２）コーポレートガバナンスの充実 

当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上のためにコーポレートガバナンスの強化が重要で

あると認識し、コーポレートガバナンス・コードによって求められている事項の充実を図っています。

具体的には、以下の対応を進めました。 

 

・2021年の定時株主総会において当社の取締役６名中２名の独立社外取締役を選任いただき、独立社外

取締役が過半数を構成する任意の指名・報酬委員会を2022年４月に設置し運用を開始しました。 

 

（３）情報開示の充実 

IR活動の強化として、中期経営計画や決算説明会の動画をHP上に掲載し、株主・投資家の皆様へより

多くの情報を発信いたしております。 

 

３．上場維持基準の適合に向けた取組みの課題および取組内容 

① 課題 

 当社は、一定の株主数や流通株式数を維持しておりますが、「流通株式時価総額」についての基準を

充たしておりません。その主な理由は、主要な要素である株価が低迷しているためであり、企業価値向

上と株式市場での適正な評価を得ることおよび更なる流通株式比率の改善が課題と認識いたしており

ます。 

今後も引き続き計画に基づく各種取組みを推進し、2025年３月までにはスタンダード市場の上場維持

基準への適合を目指してまいります。 
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② 取組内容 

 継続的なスタンダード市場の維持基準適合に向けた取組みとして2022年５月13日に３か年の中期経

営計画を開示いたしております。当社の事業環境が物価上昇をはじめ工事期間のずれ込み等にて当初予

測より乖離いたしており、「中期経営計画2023－2024年度」として中期経営計画残り２期の見直しを行

っています。具体的には、2022年５月13日に策定・公表した「中期経営計画2022-2024年度」をベース

に見込んでいた公共工事発注の減小および工事工期のずれ等を考慮し、再度売上見込額の見直しを行い

ました。 

昨年度より行っている中期経営計画でのアクションおよび流通株式比率の改善は継続し、当初計画よ

りは売上は減少するものの2024年度は営業利益率2.8％を目標とする取組みを推進しています。 

今後も引き続き、流通株式時価総額がスタンダード市場の基準を充たすように各種施策を推進してま

いります。 

以上 



’22年度実績
中期経営計画

ｰReview 2023
2023-2024年度(2024年３月期ー2025年３月期）

2023年５月12日
麻生フオームクリート株式会社



企業理念

企業の使命 経営の姿勢 行動の心得

 独自の建設施工技術を通じて
「社会のニーズを満たし」、
環境に調和する社会資本整備
の充実と安全を担保する
土木構造物の補修・補強や
長寿命化に貢献する。

 「企業価値の向上」に邁進し、
社員・顧客・株主・の満足度を
いっそう高める。

 WE DELIVER THE BEST

 社会及び事業環境が大きく変
遷する時代に、創業以来培っ
てきた「安全第一の精神」と
「揺るぎない信頼」及び「独
自の施工技術」を核に、常に
新しい価値提案をし続ける。

 当社が創業から築き上げた
技術の強みとお客様の信頼
を糧に、満足して頂ける
「もの」を提供し続ける
ことを行動の原点とする。
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中期経営計画の見直しについて

2022年度の振り返りとして、受注競争の激化、物価上昇および見込んでいた公共工事の発注の減少が例年より
も多く発生し、非常に厳しい年となりました。
しかしながら、昨今の局部地震、台風や豪雨による甚大な災害により国土強靭化が叫ばれ、2021年度から2025
年度の５か年「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」として、国はその対策に大型予算の投与
を実施し、今後も建設投資は継続されるものと予測されます。地震や災害が多い日本にとってインフラストラ
クチャーは切り離せないものであり、当社は創業から国内や数は少ないものの海外も含め、数多くのインフラ
事業に携わってきました。
目まぐるしく変化する事業環境に適用するために、今回2024年度までの中期経営計画を見直し、将来へ向けて
の企業の成長と価値の向上及び社会貢献のために取組んでまいります。
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市場環境～建設市場建設投資見通し
• 2021年度の落ち込みはあるものの、東日本大震災以降の2011年度から2019年度の建設投資市場は年平均3.9%で成長しており、
当社の同期間の業績の年平均成長率3.9%と合致しているが、浮き沈みがみられる。

• 土木工事は安定して投資が見込まれている一方で、2017年度から現在まで5兆円の伸長、建築工事も順調に推移している。

220,991 237,753 248,888 
287,243 281,899 

370,916 383,061 
408,592 404,856 401,817 405,300 425,800 434,000 

198,291 183,386 175,605 
195,754 193,042 

195,552 204,338 
204,659 213,415 221,463 248,300 240,200 235,900 

29.7 33.6 33.3
41.1 38.3 39.8 37.7 42.8 40.3 46.2

35.9 35.7

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

建築 土木 当社の業績

419,282 421,139 424,493 482,997 474,941

566,488 587,399
613,251 618,272 623,280

653,600 666,000

建設投資（建築・土木） (単位：億円)

出所）「令和2年度（2020年度）建設投資見通し」（令和2年10月）国土交通省総合政策局建設経済統計調査室、「建設経済レポート」（2021年3月）建設経済研究所

3

見込み

669,900



179,820 163,323 160,498 
183,684 186,104 202,048 209,862 217,800 215,910 224,802 244,300 233,900 225,300 

279,000 279,000
239,462 257,816 263,995 

299,313 288,837 

364,420 377,537 395,451 402,361 398,478 
409,300 432,100 444,600 

397,000 429,000

29.7
33.6 33.3

41.1 38.3 39.8
37.7

42.8 40.3
46.2

35.9

35.7

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2025年度 2035年度

公共 民間 当社の業績

419,282 421,139424,493

482,997
474,941

566,488 587,399
613,251 618,272 623,280

653,600666,000
676,000 708,000

669,900

市場環境～公共・民間建設投資の推移・見通し
• 2020年度から民間投資は増加傾向の予測であり、公共投資は安定的に推移している。
• 公共機関の建設投資額は東日本大震災をはじめとする大規模災害が多発する中で、復興関連の予算手当や国土強靭化の動きもあり
堅調に推移している。2021年度以降も政府は引き続き防災減災対策を加速させていく方針であるため、積極的な投資が期待される。

建設投資（民間・公共） (単位：億円)

見込み
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出所）「令和2年度（2020年度）建設投資見通し」（令和2年10月）国土交通省総合政策局建設経済統計調査室、「建設経済レポート」（2021年3月）建設経済研究所



当社業績推移
• 近年の傾向として工事の期ずれが多く発生している。
• 過去売上高は単年度毎に増減を繰り返している。工事の期ずれ等のためにここ２年は売上高が前年を下回っている。
→業績予測の再修正を行う

2,967 

3,362 3,335 

4,109 
3,832 3,984

3,773

4,283
4,030

4,624

3,594 3,572

-7.4%

0.7%
1.5%

2.5%
3.1% 3.3%

-3.0%

0.9%
1.6%

4.7%

-2.0%
-0.7%

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売上高 営業利益率 (単位：百万円)
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当社工事別等売上高
• 直近期での全社売上に占める気泡コンクリート工事の割合は74％、地盤改良工事の割合は22％となっている。
• 全社の売上高は気泡コンクリート工事の売上高の増減と比例しており、地盤改良工事の売上高は近年10億前後での推移となっている。
• 気泡の売上と利益には相関関係が見て取れる。

気泡と地盤

6

1,922 
2,535 2,520 

3,514 
2,795 2,962 

2,378 3,232 
2,617 

3,431 2,544 

2,578 

942 

793 701 

502 

1,002 903 
1,260 

880 

1,247 

1,011 

1,005 972 90 

33 114 

93 
34 120 

134 

169 
164 

180 

44 22 

-7.4%

0.7% 1.5% 2.5% 3.2% 3.3%

-3.0%

0.9% 1.6%
4.7%

-2.0%
-0.7%

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

気泡コンクリート 地盤改良工事 その他工事・商販 営業利益率

(単位：百万円)



気泡コンクリート工事事業は
高収益化によるキャッシュ創出を目指す

事業方針
• 規模拡大を目指す場合、市場規模が大きく売上拡大余地のある地盤改良工事事業の拡大が必須となる。
• 地盤改良工事事業の拡大においては、短期的には設備の購入や人員増強・教育によるシェア拡大、中長期的には外部からの経営資源の獲得に
よる高収益化が必要である。高収益の気泡コンクリート工事事業で獲得したキャッシュを地盤改良工事事業に投資することで、高シェア高収益
の気泡コンクリート工事事業に次ぐ第２の柱の確立を目指す。

市
場
規
模

当社のシェア

大

高低

小

AFCが目指す事業ポートフォリオ

地盤改良工事
（売上 9.7億円）

地盤改良工事
（売上目標 12億円）

重点投資事業
地盤改良工事事業は

経営資源（ヒト・モノ・カネ）を投資し、
稼働の創出と受注の拡大を行うことでシェアを拡大し

当社の第2の柱となる収益事業とする

キャッシュ創出事業
気泡コンクリート工事
（売上目標 34億円）

気泡コンクリート工事
（売上 25億円）

2024年度2022年度

2022年度

2024年度
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数値計画

（百万円）

2,617 

3,431 

2,544 2,578 
3,238.0 3,365.0

1,247 
1,011 

1,005 977 
1,017.0

1,240.0

1.6%
4.7%

-2.0% ⁻0.7%
2.3% 2.8%

その他(その他工事・商販）

地盤改良工事

気泡コンクリート工事

営業利益率
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4,030
4,623

3,594 3,572
4,300

4,650

（単位：百万円）

売上高 4,030 4,623 3,594 3,572 4,300 4,650

　気泡コンクリート工事 2,617 (64.9%) 3,431 (74.2%) 2,544 (70.8%) 2,578 (72.2%) 3,238 (75.3%) 3,365 (72.4%)

　地盤改良工事 1,247 (31.1%) 1,011 (21.9%) 1,005 (28.0%) 972 (27.2%) 1,017 (23.7%) 1,240 (26.7%)

　その他 165 (4.1%) 181 (3.9%) 44 (1.2%) 22 (0.6%) 45 (1.0%) 45 (0.9%)

営業利益 64 (1.6%) 215 (4.7%) -73 (-2.0%) -25 (-0.7%) 100 (2.3%) 130 (2.8%)

当期純利益 39 (1.0%) 153 (3.3%) -52 (-1.4%) -18 (-0.5%) 70 (1.6%) 90 (1.9%)

2020年度（実績） 2021年度（実績） 2022年度（実績） 2023年度 2024年度2019年度（実績）



現状分析と方向性

自社の状況

地盤改良工事の拡大による
業績の安定と収益性の確保

 業績が気泡コンクリート工事事業の状況に大きく影響を受けている
 地盤改良工事事業は競合と比べて、収益性に劣る

分析結果の概要分類 今後の方向性

経営資源の適正配分と
現場生産性の向上

 地盤改良工事事業は支店によって設備・人員にばらつきがある
 現在の人員の１人当たりの売上高・受注高が低く、売上向上が必要
 1人当たりの施工売上高を上げることが必要

民間市場/建築市場への取組強化
 土木市場は安定した推移が見込まれる
 民間市場・建築市場は拡大傾向にある
 土地造成工事は民間市場が堅調である

営業の強化
 九州・沖縄地方の建設市場は近畿地方と同程度の規模がある
 東北地方・中国地方・四国地方等の大都市圏以外の地方にも一定規模の市場がある
 東京支店管轄の市場を拡大することも必要

i-Constructionへの対応

 ゼネコン各社を中心にi-Constructionへの取組が進んでいる
 地盤改良工事においては国交省直轄工事の約40％がICT施工

 政府による「i-Construction」の促進に伴い、ICT活用によりニーズへの対応および効率化に
舵を切り始めている

外部の経営資源獲得・活用の検討 自社のみでは対応しきれないニーズの変化に対して、自社外の経営資源を活用することで、
ニーズの変化に対応する組織をつくっている（元請けとの共同開発・資本提携・M&A等）

市場の状況

競合の状況
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取組事項

1  『時価総額』向上に向けた現状の課題及び取組

14のKPI

地盤改良工事気泡コンクリート工事

ニッチ市場ではあるが、当社のシェアが高く地盤改良工事に比べ利
益率が高い気泡コンクリート工事(エアモルタル・エアミルク工事)
を、キャッシュ創出事業と位置づけ、用途拡大をはかるとともに、
長距離圧送が求められるトンネルの背面空洞補修等において、湧水
場所や水中での充填施工が可能な非エア系可塑状グラウト材を使用
したNLG工法や、少量の気泡コンクリート工事が簡単に出来るプレ
ミックス材の販売を推進する。また環境対策商品として気泡コンク
リート工事の市場開拓に取組んでいく。

市場規模が大きい地盤改良工事を重点投資事業として、気泡コンク
リート工事で獲得したキャッシュをもとに投資(ヒト・モノ・カネ)
を行い、営業・施工体制強化による受注及び完成工事高の拡大を図
ることで、当社の第２の柱となる収益事業として育成していく。

❶ 中期経営計画推進による業績向上
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『時価総額』向上に向けた取組み

11

2022年度（結果は実績） 2023年度 2024年度

地盤改良工事
の拡大

❶人材確保 ３名➡１名 ２名 １名

❷売上増 ＋200百万円（対前年計画）
➡▲240百万円 ＋30百万円（対前年実績） ＋190百万円（対前年計画）

深層混合処理工法（４工法）拡大 ・設計協力拡大 ・一次請の拡大

パワーブレンダー機材の増設による売上増 ・協力会社の確保 ・一次請の拡大

東京HYSC杭工法施工Team数の増 ・協力会社の確保

業績の安定と
収益

❸従業員１人当売上 112人 46百万円
➡115人 31.1百万円 122人 35百万円 124人 37.5百万円

❹繰越受注目標 全社 1,398百万円
➡1,463百万円 全社 1,134百万円 全社 1,300百万円

経営資源の
適正配分 ❺多能工化 全社 ＋３名

➡１名 全社 ＋２名 全社 ＋１名



2022年度実績 2023年度 2024年度

生産性向上

❻工務担当者の設置 ２名➡０名 ２名

❼施工班の増加 全社 22班➡24班 全社 27班 全社 30班

❽資格保有者改善 土木施工管理技士級以上 28名
➡23名 土木施工管理技士2級以上 28名 土木施工管理技士2級以上 29名

❾時間当たり㎥数（工事現場時間）
５％Up 対過去平均

➡3.5％Up ５％Up 対前年 ５％Up 対前年

市場開拓 ❿コンサル営業（新規） 新規案件 10件➡10件 新規案件 20件 新規案件 40件

営業強化 ⓫気泡コンクリート工事
売上増

＋130百万円（対前年計画）
➡▲1,079百万円 ＋670百万円（対前年実績） ＋150百万円（対前年計画）

営業社員の確保

SFA導入

広報活動・
知名度アップ

⓬展示会出展 年間 ２回➡３回 年間 ２回 年間 ２回

⓭雑誌記事掲載 年間 ２回➡２回 年間 ２回 年間 ２回

『時価総額』向上に向けた取組み
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『時価総額』向上に向けた取組み

・任意の各委員会（指名委員会・報酬委員会）
を創設。➡ 実施済み

・取締役会全体の知識等のバランスを明確化。
➡ 2023年度より明確化

❷ コーポレート
ガバナンスの充実

スタンダード市場に要求される原則を
ベースに補充原則の実施に向けての取組み。

・当社HPでのIR情報の充実を図る。
・投資家向け会社説明会を適宜開催。

➡ 実行中

❸ 情報開示の充実
（ I R活動の強化等 )

中長期における企業価値向上を図る観点
から、情報開示の充実及び当社の社会的
認知度向上を図る。

❹ 株主還元施策

配当方針として継続的かつ安定的な配当を
行うことを基本としつつ、業績が向上した
場合は都度増配を検討。

13

2022年度実績 2023年度 2024年度

i-construction
への対応 ⓮ICT施工の受注件数 ４件➡３件 ６件 10件

外部資源活用
M&A 案件検討

SDGs カーボンニュートラル検討ー取組み

※2022年度のAction実績は全体として項目別では６割程度の達成率となったが、売上高の減少が業績
に大きく関与している



取組事項

当社株式を保有する普通銀行・事業法人の当社政策保有株の縮減を当該株主と検討・協議の上、
当面の目標として流通株式比率35％を目指す。
➡ 2022年度末 32.7％

2  『流通株式比率』向上に対する現状の課題及び取組
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＜免責事項＞
• 本資料は、当社の業績及び事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、
当社の株式の購⼊や売却を勧誘するものではありません。

• 本資料の内容には、将来の業績に関する意見や予測等の情報を掲載することがありますが、
これらの情報は、資料作成時点の当社の判断に基づいて作成されております。
よって、その実現・達成を約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

• 本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。
また、本資料の無断での複製、転送等を行わないようにお願い致します。
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